
261 日本医史学雑誌第47巻第2号(2001)

寒
」
「
金
置
』

母
庸
課
背
也
」

唐
山
医
者
の
医
事
制
度
・
伝
授
方
法
・
考
試
科
目
・
必
読
書
な
ど
の
質
問
に
つ
い
て
、
胡
兆
新
は
以
下
の
よ
う
な
総
括
的
回
答
を
行
っ
た
。

「
問
唐
山
医
士
並
無
考
試
之
例
、
然
錐
不
考
試
、
而
上
品
業
医
者
皆
已
儒
理
通
透
、
而
後
可
以
博
覧
医
書
、
生
心
化
裁
、
或
已
進
未
進
、
既

可
行
医
治
病
、
価
可
儒
業
考
挙
、
故
亦
有
高
発
科
甲
者
也
。
即
或
医
家
子
弟
、
亦
須
通
透
、
然
後
家
学
伝
業
。
其
有
外
来
不
通
之
医
、
或
外

科
毒
門
傷
科
之
類
、
強
記
湯
頭
、
粗
知
薬
性
則
亦
指
虚
道
実
、
鼓
舌
揺
唇
、
只
不
過
喚
編
郷
愚
而
已
、
此
等
医
者
在
唐
山
亦
復
不
少
耳
。
考

選
之
制
只
有
太
医
院
供
職
人
家
子
弟
、
或
已
在
院
習
学
者
、
考
取
補
職
、
外
医
不
能
与
也
。
業
医
之
始
是
必
先
読
『
内
』
『
難
』
経
文
、
「
傷

寒
」
「
金
置
』
「
脈
訣
』
諸
書
、
或
再
読
『
医
門
法
律
」
名
医
諸
論
其
余
諸
家
書
籍
、
在
其
人
之
好
学
者
、
博
覧
云
耳
。
蓋
習
医
者
皆
非
童
稚
、

こ
の
回
答
か
ら
、
中
国
で
は
医
師
を
選
ぶ
制
度
が
太
医
院
に
勤
め
て
い
る
人
の
子
供
、
或
い
は
太
医
院
に
就
学
し
て
い
る
者
を
対
象
と
し

て
行
わ
れ
て
、
民
間
の
医
者
が
試
験
を
受
け
な
い
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
質
の
民
間
医
も
必
ず
、
儒
理

１
、
医
事
制
度
に
つ
い
て
の
問
答

一
、
「
問
答
録
」
の
内
容
の
分
析

清
医
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兆
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の
来
日
記
録
と
業
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理
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２
、
治
療
に
つ
い
て
の
問
答

胡
兆
新
の
回
答
か
ら
中
日
両
国
で
は
同
じ
病
態
に
対
し
て
異
な
る
治
療
法
が
存
在
し
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
小
児
誕
生
の
時
の
断
膳

後
、
日
本
で
は
膳
に
灸
法
を
施
し
、
ま
た
陳
交
灰
・
熊
胆
汁
を
膳
に
塗
る
が
、
中
国
で
は
膳
帯
が
自
然
に
脱
落
し
て
か
ら
、
柔
ら
か
い
綿
絹

で
包
む
。
灸
・
薬
は
使
用
し
な
い
。
ま
た
、
日
本
で
行
わ
れ
る
痘
瘡
後
に
酒
湯
を
浴
び
る
治
療
法
に
対
し
て
、
胡
兆
新
は
小
児
が
痘
瘡
で
童

子
の
真
気
を
潟
さ
れ
、
保
養
し
て
も
、
護
衛
し
て
も
、
ま
た
よ
く
い
き
届
か
な
い
こ
と
も
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
酒
湯
を
浴
び
る
こ
と
に
堪

に
精
通
し
、
医
書
を
博
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
医
業
を
行
い
な
が
ら
、
科
挙
に
当
た
っ
た
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
優
れ

た
医
者
と
違
っ
て
、
家
学
も
な
く
、
外
科
、
毒
傷
科
流
の
薮
医
者
も
少
な
く
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
胡
兆
新
は
民
間
の
医
者
で
あ
る
が
、
学

問
を
学
び
、
基
礎
理
論
を
か
な
り
重
視
し
、
庸
医
の
い
い
加
減
な
や
り
方
に
満
足
で
き
な
い
人
柄
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

一
方
、
同
時
代
の
日
本
の
医
学
試
験
制
度
を
見
る
と
、
医
学
の
考
試
の
最
も
早
い
も
の
は
寛
政
改
革
期
、
つ
ま
り
寛
政
元
年
二
七
八
九
）

に
出
さ
れ
た
医
師
の
勉
学
督
励
に
関
す
る
法
令
で
あ
る
。
実
際
は
、
正
式
に
医
学
考
試
が
行
わ
れ
た
の
は
寛
政
六
年
二
七
九
四
）
か
ら
だ
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
医
学
考
試
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
に
、
医
学
館
が
幕
府
の
直
轄
と
な
り
、
医
学
館
が
幕
府
の
医
師
教
育
、

医
師
管
理
の
中
枢
と
し
て
な
っ
た
後
、
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

医
学
考
試
に
関
し
て
、
橋
本
昭
彦
氏
は
「
当
時
医
学
考
試
の
実
施
に
際
し
て
、
個
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と
の
指

示
が
幕
府
あ
た
り
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
寛
政
六
年
の
医
学
考
試
は
医
師
と
し
て
の
資
格
を
検
定
で
き
る
だ
け
の
厳
密
さ

は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
要
す
る
に
、
寛
政
期
の
医
学
考
試
に
お
い
て
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
医
師
資
格
の
審
査

（
１
）

で
も
、
医
官
の
選
抜
登
用
で
も
な
く
、
ひ
と
え
に
医
官
に
対
す
る
修
業
の
督
励
と
検
分
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
寛
政

六
年
二
七
九
四
）
か
ら
十
年
後
の
文
化
元
年
二
八
○
四
）
に
、
胡
兆
新
に
こ
の
質
問
を
し
た
者
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
医
学
考
試
制
度
に

何
ら
か
疑
問
を
持
ち
、
医
師
の
教
育
を
強
化
す
る
た
め
に
、
中
国
の
情
況
を
参
照
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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（
３
）

ち
な
み
に
、
腹
診
に
関
す
る
楊
玄
操
・
丁
徳
用
の
注
は
四
十
九
難
で
は
な
く
、
四
十
八
難
で
あ
り
、
多
紀
元
簡
の
記
憶
違
い
で
あ
る
が
、

多
紀
の
質
問
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
本
で
は
脈
診
以
外
に
必
ず
腹
を
診
る
が
、
中
国
で
は
脈
診
し
か
行
わ
な
い
。
別
に
腹
診
に
関
す
る
口
訣
が

あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
胡
氏
は
腹
診
が
望
・
間
・
問
・
切
の
四
診
に
属
し
て
い
な
い
か
ら
、
診
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
絶

対
に
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
病
状
に
よ
っ
て
腹
を
按
ず
る
場
合
も
あ
る
と
答
え
た
。
こ
の
回
答
に
対
し
て
、
多
紀
は
「
胡
兆
新
が
古
今
の
医

書
も
よ
く
検
討
せ
ず
に
、
漫
然
と
答
え
て
、
何
と
見
識
の
浅
薄
な
こ
と
だ
ろ
う
」
と
強
く
非
難
し
て
い
る
。
し
か
し
、
胡
兆
新
は
中
国
の
現

状
を
述
べ
た
の
で
あ
り
、
腹
診
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
紀
氏
は
腹
診
を
原
則
と
す
る
日
本
の
診
療
法
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
楊
玄

操
・
丁
徳
用
が
四
十
九
難
注
で
、
中
国
古
代
に
腹
診
も
ほ
か
の
四
診
と
共
に
用
い
る
と
あ
る
の
に
固
執
し
、
当
時
の
中
国
で
腹
診
を
重
視
さ

れ
な
い
事
情
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
多
紀
と
胡
と
二
人
の
間
に
腹
診
に
関
す
る
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
互
い
に
納
得
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

腹
診
に
つ
い
て
、
胡
兆
新
は
「
問
唐
山
診
治
但
有
按
脈
而
無
按
腹
之
説
、
況
古
来
亦
並
無
此
法
。
然
亦
有
之
、
或
患
腫
脹
腹
満
之
症
者
、

視
其
腹
之
形
色
、
按
其
腹
之
堅
軟
耳
。
再
或
幼
科
童
稚
未
免
傷
於
食
者
、
故
亦
按
之
其
他
綴
痩
瘤
塊
病
人
自
能
詳
述
、
亦
母
庸
按
之
也
」
と

返
答
し
た
。
こ
の
回
答
に
対
し
て
、
多
紀
元
簡
は
「
医
謄
」
診
腹
の
中
で
「
臨
病
必
診
按
其
腹
、
詳
見
於
四
十
九
難
楊
玄
操
、
丁
徳
用
注
。

（
２
）

此
医
家
四
診
之
外
、
不
可
訣
之
事
也
。
（
中
略
）
蓋
此
彼
邦
近
代
之
弊
習
為
然
。
振
不
考
諸
古
今
医
書
、
漫
為
之
答
、
亦
何
随
也
」
と
不
満
を

３
、
難
治
の
症
例
に
つ
い
て
の
問
答

俗
に
早
打
肩
・
早
手
・
百
日
咳
な
ど
と
言
わ
れ
る
難
治
の
病
症
で
、
中
国
で
は
「
奇
方
霊
剤
」
を
使
用
す
る
の
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、

「
肩
痛
而
卒
倒
致
死
者
、
唐
山
並
無
此
症
、
或
有
心
腹
痛
及
肩
背
而
昏
迷
卒
死
者
、
病
為
疹
閉
、
或
此
類
欺
」
「
小
児
徒
然
泄
潟
無
度
、
壮
熱

一
ホ
、
し
て
い
る
○

え
ら
れ
よ
う
か
と
反
論
し
て
い
る
。
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大
渇
、
煩
悶
致
死
者
、
或
即
急
驚
風
之
変
症
乎
、
原
由
熱
甚
化
風
角
弓
反
張
痙
厭
症
類
」
「
幼
稚
咳
嗽
不
止
而
成
童
労
者
在
処
皆
有
也
」
と
答

つ
ま
り
、
早
打
肩
・
早
手
と
い
う
病
名
は
、
中
国
の
ど
ん
な
病
気
に
相
当
す
る
か
と
い
う
質
問
に
、
明
確
に
分
か
ら
な
い
が
、
類
似
の
病

（
４
）

症
を
挙
げ
て
説
明
し
た
。
胡
が
早
打
肩
を
疹
閉
の
同
類
病
症
と
す
る
回
答
は
、
日
本
人
医
師
鈴
木
良
知
の
見
解
に
よ
く
似
て
い
る
。
胡
兆
新

は
早
手
・
百
日
咳
を
あ
ま
り
稀
な
病
気
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

「
奇
方
霊
剤
」
の
問
い
に
対
し
て
は
、
胡
兆
新
は
内
科
方
脈
は
古
方
・
古
法
の
み
が
重
要
で
、
奇
方
霊
剤
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
た

し
な
め
て
い
る
。

湯
え
て
い
づ
つ
。

合
も
多
い
と
答
え
て
い
る
。

４
、
風
俗
風
習
に
つ
い
て
の
問
答

妊
娠
腹
帯
と
中
国
南
方
の
治
病
習
慣
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

妊
娠
腹
帯
に
関
し
て
は
、
「
婦
人
受
胎
至
五
月
即
用
兜
肚
音
杜
、
即
腹
也
。
自
院
下
而
少
腹
、
兜
裏
緊
束
、
約
四
五
寸
闇
、
実
非
帯
。
」
と

回
答
し
た
。
実
は
、
胡
兆
新
は
腹
帯
を
中
国
の
兜
肚
と
誤
解
し
て
日
本
の
妊
娠
腹
帯
と
解
釈
し
た
の
で
、
回
答
は
妥
当
で
は
な
か
っ
た
。

（
５
）

中
国
南
方
の
治
病
習
慣
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
の
が
、
多
紀
元
簡
の
『
医
績
」
福
医
薬
案
に
類
似
の
記
載
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
質
問
を
し

た
の
が
多
紀
氏
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
・

腹
診
・
三
皇
廟
の
質
問
と
異
な
っ
て
、
胡
兆
新
の
返
答
に
対
し
て
、
多
紀
は
批
判
し
て
い
な
い
。
多
紀
は
す
で
に
『
雲
林
暇
筆
』
に
よ
っ

て
南
方
医
の
治
病
習
慣
を
知
っ
て
い
た
。
ま
た
、
か
っ
て
中
国
福
州
医
の
薬
案
二
枚
を
入
手
し
て
い
た
の
で
、
蘇
州
医
の
診
療
後
の
処
方
、

お
よ
び
薬
貼
・
封
筒
の
様
子
を
図
解
し
て
見
せ
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
胡
兆
新
は
医
者
が
病
人
の
家
で
診
る
の
は
内
科
だ

け
で
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
で
、
定
式
は
な
い
。
ま
た
、
外
科
・
毒
門
傷
科
・
眼
科
・
喉
科
な
ど
は
、
医
者
が
「
秘
方
霊
薬
」
を
持
っ
て
く
る
場
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以
上
の
よ
う
に
「
問
答
録
」
の
質
問
は
簡
単
か
つ
現
実
的
で
、
返
答
も
明
瞭
簡
潔
だ
っ
た
。
中
国
医
書
に
記
述
の
な
い
病
症
治
療
法
に
の

み
質
問
の
重
点
が
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
の
医
者
は
す
で
に
中
国
医
書
の
記
載
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
医
書

に
な
い
中
国
の
医
療
情
況
や
実
際
伝
統
療
法
を
知
り
た
が
っ
た
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
「
問
答
録
」
に
は
質
問
者
が
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
幕
府
の
医
学
館
医
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に

多
紀
元
簡
に
よ
る
質
問
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
は
、
「
医
謄
』
の
「
三
皇
廟
」
「
腹
診
」
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
多
紀
元
簡
の
『
医
謄
』
序

の
「
余
辛
酉
冬
、
被
瓢
於
外
班
、
公
事
頗
閑
、
然
日
省
病
家
、
不
暹
寧
処
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
享
和
辛
酉
（
一
八
○
二
冬
に
侍
直
を
免
ぜ

ら
れ
て
い
る
。
元
簡
が
公
的
立
場
で
胡
兆
新
と
面
会
す
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ど
う
い
う
形
で
胡
兆
新
に
質
問
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
医
謄
」
腹
診
の
中
の
「
甲
子
（
文
化
元
年
）
冬
、
使
訳
官
問
之
於
蘇
門
胡
振
（
兆
新
）
」
の
文
か
ら
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

元
簡
は
訳
官
を
介
し
て
胡
兆
新
に
質
問
し
た
の
で
あ
る
。
多
紀
元
簡
が
一
時
的
に
失
脚
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て
幕
府
医
学
館
の
事

情
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
権
威
も
衰
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

胡
兆
新
の
返
答
に
多
紀
元
簡
が
不
満
な
い
し
非
難
を
し
て
い
る
の
は
、
二
者
意
見
が
食
い
違
う
だ
け
で
な
く
、
当
時
、
日
本
一
流
の
医
家

（
６
）

が
清
医
の
水
準
に
疑
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
長
崎
で
胡
兆
新
の
臨
床
手
腕
・
理
論
面
の
知
識
の
評
価
が
高
か
っ

た
の
で
、
幕
府
医
官
の
小
川
文
庵
・
千
賀
道
栄
・
吉
田
長
達
等
は
、
文
化
元
年
の
秋
に
、
長
崎
へ
行
っ
て
胡
兆
新
に
学
ん
だ
。

前
述
の
「
問
答
録
」
が
行
わ
れ
た
文
化
元
年
、
幕
府
医
官
の
吉
田
長
達
・
千
賀
道
栄
・
小
川
文
庵
ら
幕
府
医
官
と
後
に
松
平
出
羽
守
の
侍

（
７
）

医
に
な
っ
た
藍
川
玄
慎
が
七
月
下
旬
に
江
戸
を
出
発
、
九
月
上
旬
に
長
崎
へ
到
着
し
、
十
二
月
上
旬
ま
で
胡
兆
新
に
学
ん
だ
。

「
唐
人
番
日
記
』
享
和
四
子
年
二
月
十
九
日
文
化
二
改
元
に
よ
る
と
、
医
官
達
は
毎
月
の
四
と
九
の
日
に
唐
館
を
訪
ね
、
胡
兆
新
と
問
答
し

た
。
勿
論
、
こ
の
問
答
が
筆
談
、
あ
る
い
は
唐
通
詞
の
通
訳
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
も
、
毎
月
の
二
と
七
の
日
、
崇
福
寺
、
聖
福
寺
に

一
、
幕
府
医
官
の
長
崎
遊
学
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－
９
」

①
『
胡
氏
筆
語
」
（
外
題
は
崎
館
簔
臆
、
以
下
「
筆
語
１
」
と
略
す
る
）

本
書
の
表
紙
に
は
、
富
士
川
満
の
筆
に
よ
っ
て
「
文
化
元
年
胡
兆
新
長
崎
二
来
ル
、
幕
府
医
官
小
川
文
庵
籠
仙
院
法
印
）
等
往
テ
兆
新
二

接
シ
テ
医
事
シ
問
ス
此
害
ハ
則
チ
ソ
ノ
時
ノ
記
事
ニ
シ
テ
、
小
川
文
庵
子
ノ
自
ラ
筆
ス
ル
所
、
崎
館
菱
臆
ノ
稿
本
ナ
リ
」
と
「
筆
語
」
の

成
立
の
由
来
を
記
し
た
紙
片
が
つ
い
て
い
る
。

二
頁
目
に
胡
兆
新
自
筆
の
解
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
僕
三
人
発
江
戸
時
秋
仲
也
、
季
秋
而
到
干
崎
而
与
清
客
筆
語
数
回
而
未
有
得
一
善
也
、

万
扇
之
宝
不
如
一
経
、
雌
然
此
挙
也
、
一
片
南
鏡
優
数
巻
可
発
一
笑
一
笑
。
蘇
門
胡
兆
新
題
」
と
あ
る
。
こ
の
解
題
は
、
幕
府
医
官
三
人
ら

に
頼
ま
れ
た
胡
兆
新
が
半
ば
冗
談
に
書
い
た
文
章
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
医
官
達
と
胡
兆
新
の
問
答
内
容
の
記
録
が
続
く
。

巻
末
に
甲
子
（
一
八
○
四
）
立
冬
後
一
日
に
大
田
草
（
南
畝
、
蜀
山
人
）
が
「
頃
年
有
胡
兆
新
、
名
振
者
、
受
業
子
太
医
院
何
鉄
山
。
附
載
寶

舶
寓
干
崎
館
、
毎
月
六
次
出
遊
崇
福
聖
福
二
寺
、
間
有
乞
薬
者
、
創
意
授
方
往
々
有
効
。
云
東
都
医
官
小
川
文
庵
・
吉
田
長
達
・
千
賀
道
栄

三
君
請
官
告
暇
将
問
其
道
、
以
試
吾
技
。
甲
子
秋
附
崎
尹
来
、
数
至
客
館
与
二
寺
問
難
、
往
復
殆
為
一
言
。
立
冬
後
一
日
江
戸
大
田
軍
」
の

賊
文
が
つ
く
。
こ
の
祓
文
に
よ
る
と
、
胡
兆
新
が
毎
月
六
回
崇
福
寺
、
聖
福
寺
で
病
人
を
診
療
し
た
が
、
か
な
り
の
効
果
を
あ
げ
た
と
あ
る
。

出
掛
け
て
胡
兆
新
の
診
療
に
同
席
し
た
。
そ
の
時
の
問
答
が
「
筆
語
」
と
題
し
た
記
録
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
医
官
達
の
長
崎
遊
学
に

対
し
て
、
浅
田
宗
伯
は
「
三
人
が
胡
振
に
付
い
て
医
学
を
学
び
、
理
論
・
治
療
面
で
実
績
を
つ
み
、
そ
の
後
、
た
い
へ
ん
な
名
医
に
な
り
、

（
８
）

た
く
さ
ん
病
人
が
治
療
を
求
め
て
き
て
評
判
と
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

い
る
。 現

在
、
わ
か
っ
て
い
る
に
限
り
に
お
い
て
、
「
筆
語
」
は
『
胡
氏
筆
語
」
（
外
題
は
崎
館
菱
臆
）
と
「
清
客
筆
語
』
の
二
種
写
本
が
存
在
し
て

三
、
「
筆
語
」
（
清
医
の
記
録
）
の
成
立
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ま
た
、
こ
の
賊
文
か
ら
幕
府
医
官
の
小
川
文
庵
、
吉
田
長
達
、
千
賀
道
栄
の
三
人
が
甲
子
秋
に
長
崎
に
到
着
、
客
館
及
び
崇
福
寺
、
聖
福
寺

に
胡
兆
新
を
訪
ね
て
、
行
っ
た
医
学
問
答
が
、
本
書
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

（
皿
）

②
『
清
客
筆
語
」
（
以
下
「
筆
語
２
」
と
略
す
る
）

本
書
は
、
⑥
「
栗
園
叢
書
」
胡
兆
新
御
答
書
和
解
と
吉
田
菊
潭
筆
語
及
び
「
筆
語
１
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
頁
に
吉
田

本
書
は
、
⑥
「
栗
園
叢
聿
旦
釦

長
達
に
よ
る
次
の
奥
書
が
あ
る
。

「
文
化
元
年
甲
子
清
医
胡
振
来
於
崎
陽
、
官
命
施
治
而
頗
有
験
、
秋
七
月
祥
告
官
乞
暇
與
小
川
文
庵
実
、
千
賀
道
栄
輯
、
同
至
崎
陽
客
館
、

止
百
有
余
日
、
与
振
応
酬
問
難
逐
録
為
冊
、
名
日
清
客
筆
語
。
菊
潭
吉
田
祥
仲
禎
識
」

次
に
吉
田
と
胡
兆
新
の
間
で
の
自
己
紹
介
が
あ
る
。

「
僕
姓
源
氏
吉
田
、
名
祥
、
字
仲
禎
、
号
菊
潭
、
又
号
長
達
、
江
戸
医
官
也
、
時
年
二
十
有
五
。
僕
姓
胡
、
字
兆
新
、
号
星
池
、
又
号
侶
鴎
、

「
僕
姓
源
氏
吉
田
、
名
祥
、

蘇
州
人
、
時
年
五
十
有
九
」

そ
れ
に
続
い
て
問
答
の
内
容
を
記
す
。

最
後
に
「
得
諸
池
田
先
生
、
価
請
恩
借
謄
写
本
有
清
客
謹
覆
一
巻
、
吉
菊
潭
筆
語
一
巻
、
千
賀
・
小
川
・
藍
川
三
子
所
録
『
崎
館
賎
臆
』

一
巻
、
今
併
為
一
云
。
時
文
化
五
年
歳
次
戊
辰
秋
八
月
観
涛
日
、
柳
園
正
衡
誌
」
と
記
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
写
本
が
文
化
五
年
に
柳
園
正
衡

氏
が
池
田
先
生
か
ら
⑥
「
栗
園
叢
書
」
胡
兆
新
御
答
書
和
解
と
吉
田
菊
潭
筆
語
の
二
巻
と
と
も
に
借
り
て
写
し
、
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
経

緯
を
述
べ
て
い
る
。

「
筆
語
１
」
は
「
筆
語
２
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
だ
が
、
「
筆
語
１
」
で
は
、
官
医
ら
の
質
問
が
任
意
に
混
ざ
る
が
、
「
筆
語
２
」
で
は
、
四
人

の
質
問
が
一
人
ず
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
最
初
に
吉
田
菊
潭
氏
と
胡
兆
新
の
筆
談
、
次
に
千
賀
道
栄
・
小
川
文
庵
・
藍
川
玄
慎
の
順
で

四
、
「
筆
語
」
の
内
容
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書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
一
月
二
十
七
日
付
の
吉
田
菊
潭
と
胡
兆
新
の
文
通
を
収
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
筆
語
１
」
に
な
い
。

「
筆
語
２
」
は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
る
。

前
半
に
は
九
月
十
九
日
の
日
付
と
、
二
十
四
日
の
日
付
が
あ
り
、
吉
田
長
達
、
藍
川
玄
慎
、
千
賀
道
栄
、
小
川
文
庵
の
質
問
と
、
そ
れ
に

対
す
る
胡
兆
新
の
回
答
の
記
録
が
あ
る
。
後
半
に
は
前
述
し
た
胡
兆
新
が
治
療
し
た
四
病
例
を
記
録
が
あ
る
が
、
完
結
し
て
い
な
い
。

「
筆
語
２
」
の
質
問
内
容
は
上
述
の
「
問
答
録
」
と
大
体
同
じ
で
、
基
礎
理
論
、
臨
床
各
科
、
針
灸
、
本
草
、
方
剤
、
薬
量
、
薬
具
字
義
、

風
俗
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
医
学
問
題
に
及
ん
で
い
る
。
幕
府
医
官
達
が
日
常
、
難
解
な
問
題
、
難
し
い
病
例
、
あ
る
い
は
興
味
が
あ
る
医
事
な

ど
に
つ
い
て
胡
兆
新
に
質
問
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
胡
兆
新
の
返
答
は
、
そ
れ
ぞ
れ
素
朴
で
あ
る
が
、
的
確
に
応
答
し
て
い
る
。
胡
兆
新

は
蘇
州
呉
県
の
民
間
医
で
、
古
典
の
解
釈
よ
り
、
臨
床
に
長
じ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
臨
床
の
質
問
に
関
し
て
納
得
い
く
回
答
し
て
い
る
が
、

医
学
文
献
と
考
証
学
な
ど
問
題
に
は
十
分
に
答
え
て
い
な
い
し
、
又
は
、
自
ら
分
か
ら
な
い
と
正
直
に
答
え
て
い
る
場
面
も
あ
る
。

例
え
ば
、
「
筆
語
」
の
九
月
十
九
日
に
吉
田
長
達
、
藍
川
玄
慎
が
行
っ
た
初
生
小
児
断
膳
法
、
小
児
歯
病
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
そ
れ

は
穏
婆
と
幼
科
医
の
仕
事
で
、
僕
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い
と
胡
兆
新
は
回
答
し
た
。

胡
兆
新
が
医
官
達
と
筆
談
だ
け
で
は
な
く
、
聖
福
寺
、
崇
福
寺
で
病
人
を
一
緒
に
診
な
が
ら
、
脈
学
な
ど
の
検
討
し
て
い
る
。
胡
兆
新
の

脈
学
に
関
す
る
回
答
に
、
医
官
達
は
深
く
感
心
し
た
。
例
え
ば
、
「
筆
語
」
の
九
月
二
十
四
日
に
、
小
川
文
庵
は
「
往
日
子
崇
福
寺
示
実
輩
脈

象
多
謝
多
謝
。
古
人
説
脈
各
懐
己
見
、
紛
紛
無
定
、
実
不
才
、
至
洪
大
軟
弱
牢
革
弦
緊
之
類
甚
難
知
覚
、
錐
指
下
之
玄
理
心
之
所
得
、
先
生

陳
各
脈
象
形
、
以
示
梗
概
、
何
幸
加
之
」
と
質
問
し
た
。
胡
兆
新
は
こ
れ
に
対
し
て
、
「
按
脈
弁
脈
全
在
心
領
心
会
、
不
可
言
語
形
容
也
。
総

在
熟
読
脈
訣
、
脈
証
相
参
、
臨
診
千
万
、
乃
能
心
領
神
会
也
、
一
時
何
能
詳
述
」
と
経
験
の
重
要
性
を
説
い
た
。

筆
談
の
機
会
に
、
医
官
達
は
自
分
の
患
者
で
難
治
の
病
例
に
つ
い
て
胡
兆
新
に
教
え
を
受
け
た
。
あ
る
日
、
小
川
文
庵
が
婦
人
腹
証
の
症

状
お
よ
び
治
療
方
法
を
胡
兆
新
に
問
う
た
の
に
対
し
て
、
胡
兆
新
は
病
状
を
根
気
よ
く
質
問
し
た
う
え
で
、
病
機
、
病
理
に
つ
い
て
分
析
し

て
、
自
分
の
見
解
を
示
し
た
。
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し
か
し
、
「
筆
語
」
の
二
十
四
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
胡
兆
新
を
不
快
に
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
千
賀
道
栄
が
「
徽
瘡
秘
録
』
の

陽
城
罐
．
「
明
史
』
の
縊
死
や
「
十
便
良
方
』
の
傷
風
吹
襄
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
、
回
答
に
困
っ
て
い
た
。
胡
兆
新
は
幼
時
か
ら
儒

学
を
学
び
、
医
学
は
名
医
か
ら
伝
授
さ
れ
た
、
正
統
な
理
論
を
重
視
す
る
民
間
医
で
あ
っ
た
が
、
民
間
の
治
療
方
法
に
は
注
意
を
払
わ
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
質
問
は
胡
兆
新
を
辞
易
さ
せ
、
や
や
嫌
が
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
千
賀
道
栄
は
陽
城
罐
に
つ
い
て
の
質
問
が
胡

兆
新
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
に
気
づ
い
て
、
更
に
問
い
つ
め
る
こ
と
を
遠
慮
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
筆
語
が
終
わ
っ
た
と
き
に
、
胡
兆
新
が
医
官
達
に
「
読
書
と
い
う
の
は
食
物
を
取
る
よ
う
に
、
精
微
を
取
り
、
糟
粕
を
捨
て
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
文
章
を
出
し
て
、
諸
医
官
の
糟
粕
に
拘
っ
た
質
問
す
る
の
は
意
味
が
な
く
、
無
駄
な
こ
と
だ
と
た
し
な
め
た
。

諸
医
官
は
胡
兆
新
の
不
機
嫌
に
気
付
い
て
帰
っ
た
。
後
日
、
医
官
達
は
聖
福
寺
を
出
る
と
き
に
一
文
を
胡
兆
新
に
渡
し
た
。
文
中
に
、
前
日

の
教
示
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
わ
れ
わ
れ
は
山
海
を
越
え
る
難
難
の
旅
に
耐
え
て
、
長
崎
に
き
た
目
的
は
、
医
学
の
精
繊
を
極
め
る
た
め
だ

と
誠
意
を
表
し
た
。
胡
兆
新
は
「
読
書
は
「
霊
」
『
素
」
か
ら
始
め
て
、
『
傷
寒
論
』
『
金
置
」
、
次
に
金
元
四
家
な
ど
を
読
ん
で
い
く
が
、
諸

家
学
説
の
中
の
無
意
義
な
内
容
を
吸
収
し
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
と
訓
諭
し
て
い
る
。

「
筆
語
２
」
の
十
一
月
二
十
七
日
付
、
吉
田
菊
潭
よ
り
胡
兆
新
あ
て
の
手
紙
、
及
び
胡
兆
新
の
返
事
が
あ
る
。

主
な
内
容
は
十
一
月
頃
、
吉
田
氏
が
瘡
に
か
か
り
、
暫
く
休
ん
で
、
胡
兆
新
と
会
え
な
か
っ
た
と
き
に
日
中
医
師
の
学
問
を
研
究
す
る
方

法
に
つ
い
て
手
紙
を
書
い
て
、
胡
兆
新
に
尋
ね
た
。

二
人
の
手
紙
は
、
当
時
の
中
日
両
国
学
者
に
お
い
て
み
ら
れ
た
学
術
の
相
違
点
な
ら
び
に
医
学
状
況
を
示
し
て
い
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
多
紀
家
の
私
財
で
造
営
さ
れ
た
踏
寿
館
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
十
月
二
十
四
日
に
官
立
に
移
管
し
て
、
名
を
医
学

館
と
改
め
、
江
戸
中
後
期
の
医
学
教
育
、
校
刻
事
業
を
主
宰
し
、
優
れ
た
医
者
を
養
成
し
、
江
戸
時
代
の
医
学
発
展
に
貢
献
し
た
。
胡
兆
新

が
来
日
し
た
時
期
は
、
ま
さ
に
医
学
館
を
中
心
と
し
た
考
証
学
派
の
活
躍
に
よ
り
古
典
籍
の
研
究
は
頂
点
に
達
し
て
、
古
典
を
基
本
と
す
る

漢
方
の
基
礎
学
問
を
打
ち
立
て
て
い
た
時
期
に
な
る
。
特
に
幕
府
医
官
達
が
医
学
館
で
研
修
に
精
励
し
、
主
に
中
国
古
典
の
翻
刻
、
考
証
学



郭秀梅：清医胡兆新の来日記録と業績 270

胡
兆
新
の
医
療
は
当
時
の
奉
行
お
よ
び
医
師
に
重
視
さ
れ
た
。
特
に
、
同
じ
頃
（
文
化
元
年
一
八
○
四
年
九
月
十
日
か
ら
翌
年
十
月
十
日
）
に

長
崎
奉
行
所
の
支
配
勘
定
役
と
し
て
一
年
間
在
勤
し
た
幕
臣
の
大
田
南
畝
が
胡
兆
新
に
つ
い
て
記
述
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
胡
兆
新

な
ど
面
に
す
ば
ら
し
い
業
績
を
残
し
て
い
た
。

幕
府
医
官
吉
田
長
達
が
二
十
五
歳
の
若
さ
で
、
古
籍
を
熟
知
し
、
学
問
に
勤
勉
で
あ
る
の
は
、
そ
の
時
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。
胡
兆

新
は
そ
の
学
問
に
感
銘
し
、
自
ら
、
本
国
の
医
者
達
が
、
日
本
学
者
の
学
問
の
広
さ
、
深
さ
に
比
べ
て
劣
る
こ
と
に
恥
じ
て
い
る
。
日
本
の

制
度
、
学
校
の
設
立
及
び
、
医
学
教
育
制
度
に
対
し
て
う
ら
や
む
心
境
を
述
べ
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
最
高
医
学
教
育
を
受
け
、
豊
富
な
古
典
籍
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た
幕
府
医
官
の
吉
田
氏
に
対
し
て
、
地
方

の
民
間
医
胡
兆
新
は
、
学
問
上
の
伝
承
を
受
け
て
い
た
が
、
近
い
時
代
の
医
籍
や
学
説
を
重
視
し
、
臨
床
に
よ
り
力
を
注
い
で
い
た
。
そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
医
師
に
と
っ
て
清
医
が
来
日
し
て
中
国
の
現
状
を
語
る
こ
と
は
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
問
答
録
」
と
「
筆
語
」
を
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
異
な
る
と
こ
ろ
は
「
問
答
録
」
が
単
な
る
紙
面
に
よ
る
問
答
で
、
微
妙
な
と
こ
ろ
が

あ
ま
り
な
い
が
、
「
筆
語
」
に
は
、
親
し
く
対
面
し
た
交
流
の
様
子
が
生
き
生
き
と
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
少
の
医
官
達
か
ら
は
、
胡
兆
新

に
学
ぶ
こ
と
に
堅
い
決
意
と
知
識
を
強
く
求
め
る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
時
に
は
難
問
と
も
い
え
る
質
問
を
な
し
た
が
、
あ
え
て
困
惑
さ

せ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
同
じ
こ
と
は
「
胡
氏
方
案
」
に
お
け
る
原
舂
の
胡
兆
新
へ
手
紙
に
も
見
ら
れ
る
。
自
ら
は
常
に
胡
氏
に
つ

い
て
習
い
た
い
が
、
官
府
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
、
聞
き
た
い
問
題
を
執
勘
に
尋
ね
た
。
こ
の
得
が
た
い
機
会
を
な

る
べ
く
有
効
に
利
用
し
て
、
知
り
た
い
こ
と
を
胡
兆
新
に
教
わ
り
た
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
同
時
に
、
胡
兆
新
の
不
得
意
な
問
題
で
は
問
い

つ
め
る
こ
と
を
避
け
て
、
胡
兆
新
へ
の
敬
意
も
は
ら
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
問
答
録
」
の
質
問
者
が
清
医
に
多
少
疑
い
を
抱
い
て
い
た
の
と

違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
、
「
大
田
南
畝
全
集
」
に
み
る
胡
兆
新
の
記
事



の
事
跡
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ま
た
胡
兆
新
の
活
動
を
確
認
す
る
た
め
に
か
け
が
え
の
な
い
資
料
で
も
あ
る
。

胡
兆
新
の
治
療
に
関
す
る
記
録
が
、
大
田
南
畝
の
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
江
戸
に
あ
て
た
手
紙
に
見
ら
れ
る
。
「
蜀
山
人
尺
續
」
十
月
十

（
、
）
（
妃
）

六
日
、
『
瓊
浦
雑
談
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
医
師
が
薬
箱
を
持
っ
て
病
人
を
診
察
す
る
の
に
対
し
、
中
国
の
医
者
は
処
方
だ
け
を
扱
う
点
が
違

う
。
長
年
の
診
療
を
し
て
も
、
薬
味
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
胡
兆
新
を
感
心
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
胡
兆
新
の
治
療
薬
方
を
奥
原
重
蔵
が
七

冊
に
整
理
、
そ
の
中
に
い
い
処
方
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
あ
る
が
、
現
在
、

雪
弓

こ
の
処
方
集
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

⑩
録
へ
笈
峻
圭
使
頻
鑿
既
命
舛
涯
混
潟
錐
桑

大
田
南
畝
は
胡
兆
新
に
つ
い
て
江
戸
へ
し
ば
し
ば
報
告
し
て
い
た
。
し
か
し
、

０⑫
勝
疏
｝
悪
気
有
汚
宣
寡
進
或
蘂
蛋
蔭
・
壷
奇
涯

碍
傷
澗
佳
肴
童
・
恥
系
島
燗
鋤
ポ
イ
卦
ｌ
塾
奇
錘
二
人
が
親
し
く
交
流
し
た
か
否
か
を
確
か
め
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
、

鐸
《
↑
畔
腎
耐
氷
吋
葡
去
う
ゅ
吋
為
九
天
其
滑
↑
喝
）

害
二
人
は
会
っ
て
い
る
。
大
田
南
畝
の
『
瓊
浦
雑
綴
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
文
化
二

軒
講
鐸
繊
惑
“
無
蕊
螺
慈
年
二
風
Ｏ
五
》
二
月
二
口
の
唐
鶴
徽
戯
で
《
二
人
は
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
．

癖
胃
譽
詮
さ
や
亀
源
津
絶
乃
時
擬
候
歩
参
守
薯
皐
塞
六
、
手
紙
に
よ
る
難
病
に
つ
い
て
の
質
問

蓉
獄
度
覆
う
莎
入
、
蕊
耀
催
吋
頑
確
‐
壷
ゐ
織

轌
冷
訓
肱
、
藻
戎
可
族
悔
迫
調
↑
潅
兵
三
膠
孤
》
胡
兆
新
は
毎
月
聖
福
寺
、
崇
福
寺
に
六
日
間
出
掛
け
る
け
れ
ど
も
、
直
接
受
診

日
基
く
《
恥
歩
升
湛
天
痴
灌
丸
ク
ギ
玩
狗
主
粛
臭
か
松
で
き
な
い
患
者
が
や
は
り
少
な
く
な
い
。
胡
兆
新
の
名
を
慕
っ
て
長
患
い
の
病
人

駕
篭
蕊
鯏
鐵
灘
隙
即
”
治
療
を
求
駒
た
場
合
憾
医
…
し
た
り
手
紙
で
尋
ね
た
例
が
あ
っ
た
。

（
Ｍ
）

「
松
平
伊
織
奥
方
の
容
体
書
」
は
松
平
伊
織
夫
人
の
病
気
を
胡
兆
新
に
伺
う
手

吋
苛
鼠
尤
荊
崎
恥
迄
風
障
一
う
魅
迩
次
矧

紙
と
、
そ
れ
に
対
す
る
胡
兆
新
の
自
筆
返
書
で
あ
る
。
（
図
１
）

や
逼
塞
生
翁
久
ゐ
呼
個
逢
葬
泰
致
必

手
紙
の
要
旨
は
、
松
平
奥
方
が
七
年
前
か
ら
産
後
の
小
便
淋
瀝
病
を
病
み
、
多

幸
蘇
門
翻
心
・
新
渡
直

劉
灘
数
の
医
師
の
治
療
を
受
け
、
種
々
薬
方
を
試
み
た
が
、
効
き
目
が
な
く
、
そ
こ
で

１７２
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そ
の
ほ
か
、
後
述
の
ょ
う
に
、
文
化
元
年
、
聖
福
寺
の
第
九
代
竜
門
雷
大
和
尚
が
聖
福
寺
主
方
丈
と
な
っ
た
時
、
胡
兆
新
が
賀
章
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
著
名
の
書
家
市
河
米
奄
と
筆
の
剛
柔
に
つ
い
て
問
答
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
薬
品
と
の
関
係
で
中
村
の

（
略
）

家
を
よ
く
訪
ね
た
こ
と
を
『
長
崎
談
叢
』
に
記
し
て
い
る
。

胡
兆
新
は
滞
日
中
に
医
師
と
し
て
医
事
活
動
を
主
と
し
た
が
、
患
者
や
医
師
以
外
に
も
様
々
な
人
物
と
交
流
し
、
文
学
方
面
に
も
多
大
な

胡
兆
新
は
滞
日
中
、
医
官
の
小
川
文
庵
た
ち
と
常
に
交
流
を
も
っ
た
。
長
崎
に
在
勤
中
（
長
崎
奉
行
出
役
）
の
大
田
南
畝
の
病
気
に
治
療
に

あ
た
っ
た
医
者
が
、
前
述
の
手
紙
に
も
み
え
る
小
川
文
庵
で
あ
っ
た
。
大
田
南
畝
の
往
診
に
、
胡
兆
新
ほ
か
清
人
の
情
報
を
数
多
く
も
た
ら

し
た
こ
と
は
、
南
畝
の
著
作
か
ら
分
か
る
。
ま
た
、
『
窓
の
鎖
国
」
に
は
「
程
赤
城
（
在
留
唐
人
の
間
に
和
歌
俳
譜
に
精
通
）
は
同
時
代
長
崎
に

（
略
）

於
い
て
唐
人
医
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
胡
兆
新
と
懇
意
な
間
柄
で
あ
り
、
ま
た
江
戸
大
田
蜀
山
人
と
も
相
当
親
交
が
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
あ

る
◎

胡
兆
新
に
尋
ね
た
．
こ
の
病
気
の
病
機
に
対
し
て
、
日
本
の
医
者
で
は
敗
血
が
凝
聚
し
、
或
い
は
気
道
が
窒
塞
し
、
或
い
は
肝
血
が
不
足
し
、

或
い
は
痩
痩
と
診
断
し
処
方
し
た
が
、
効
果
が
な
か
っ
た
。
胡
兆
新
は
婦
人
病
の
多
く
奇
経
八
脈
に
か
か
わ
り
、
膀
胱
の
気
が
阻
滞
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
肝
腎
も
損
な
う
が
、
後
天
の
脾
胄
が
ま
た
元
気
な
の
で
、
原
則
と
し
て
三
陰
を
培
い
、
八
脈
を
調
節
す
る
方
法
を
用
い
、
処

方
が
名
方
の
大
補
陰
丸
、
腎
気
円
、
左
帰
丸
、
亀
鹿
膏
な
ど
を
挙
げ
た
う
え
で
、
こ
の
病
気
は
多
年
に
遷
延
し
た
の
で
、
治
り
に
く
い
と
正

直
に
告
げ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
前
の
医
者
が
一
般
的
に
気
血
、
臓
脈
の
辨
証
を
主
と
し
て
、
経
絡
の
理
論
に
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
胡
兆
新
が
婦
人
の
生
理
特
殊
性
を
も
っ
て
、
奇
経
八
脈
に
着
目
し
た
。
そ
れ
は
胡
兆
新
と
日
本
の
医
師
の
考
え
方
の
違
い
を

示
し
て
い
る
。

1

交
遊

七
、
交
遊
と
詩
文
・
書
・
心
境
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影
響
を
与
え
た
。
胡
兆
新
の
長
崎
で
の
行
動
は
例
外
的
に
か
な
り
自
由
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
彼
の
医
術
・
才
能
・
人
柄
が
評
価
を
受
け

た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
・
詩
文

詩
が
友
人
と
の
出
会
い
を
と
り
も
つ
こ
と
が
、
当
時
の
文
化
人
の
間
で
は
常
習
で
あ
っ
た
。
胡
兆
新
は
詩
文
・
書
道
に
長
じ
、
友
人
に
巡

り
会
う
機
会
が
か
な
り
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
胡
兆
新
が
長
崎
に
滞
在
中
に
作
っ
た
詩
文
は
、
『
百
舌
の
草
茎
』
『
蜀
山
人
尺
續
」
「
瓊
浦

雑
綴
』
「
瓊
浦
又
綴
」
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
〃
）

胡
兆
新
の
詩
文
か
ら
は
、
胡
兆
新
そ
の
人
の
性
格
、
お
よ
び
長
崎
に
い
た
時
の
心
境
を
推
測
で
き
る
。
大
田
南
畝
は
「
百
舌
の
草
茎
」
で
、

（
肥
）

胡
兆
新
の
七
言
律
詩
を
評
し
て
「
不
満
の
気
甚
し
。
想
ふ
に
落
第
の
書
生
、
医
に
逃
れ
た
る
べ
し
」
と
推
測
し
て
い
る
。

（
旧
）

「
蜀
山
人
尺
犢
」
の
二
首
五
言
詩
に
は
胡
兆
新
の
故
郷
を
憶
う
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
。
来
日
一
年
を
経
ず
し
て
、
故
郷
の
児
女
が
毎
晩
、

夢
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
と
思
念
し
て
い
る
。
ま
た
、
帰
国
の
際
の
大
田
南
畝
に
あ
て
た
詩
文
に
は
、
長
崎
の
官
府
に
感
謝
の
意
を
表
す
こ
と

が
常
識
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抑
え
ら
れ
な
い
苦
悶
の
心
情
が
溢
れ
て
い
る
。
更
に
、
「
人
は
説
う
洋
中
好
し
と
、
我
も
亦
軽
瀞
を
試
む
」

の
詩
意
か
ら
は
、
こ
の
度
の
旅
を
悔
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

（
鋤
）

『
瓊
浦
又
綴
」
に
は
聖
福
寺
の
主
方
丈
に
賀
章
が
あ
る
。
「
我
崎
陽
に
到
り
し
よ
り
、
一
載
頻
り
登
臨
す
る
」
の
詩
文
は
自
ら
が
診
療
の
た

め
に
聖
福
寺
へ
頻
り
に
出
掛
け
て
い
る
こ
と
を
語
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
胡
兆
新
の
詩
文
に
は
酒
に
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
胡
兆
新
は
酒
を
飲
ま
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
の
せ
い
か
性
格

は
豪
放
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
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（
粥
）

「
米
蓄
墨
談
』
巻
一
・
巻
二
に
書
法
・
真
跡
・
筆
剛
柔
な
ど
に
つ
い
て
、
胡
兆
新
へ
教
え
を
請
う
た
と
を
記
し
て
い
る
。
市
河
米
庵
は
書
家

と
し
て
も
名
が
あ
り
、
米
元
章
を
専
ら
習
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
来
舶
清
人
の
胡
兆
新
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。

（
餌
）

「
瓊
浦
雑
綴
」
に
よ
る
と
、
長
崎
奉
行
の
成
瀬
因
州
は
大
坂
に
あ
る
先
祖
の
一
斎
君
の
墓
に
、
胡
兆
新
が
書
い
た
字
を
刻
し
て
い
る
。

（
茄
）

「
五
山
堂
詩
話
』
の
「
伊
沢
藺
軒
」
に
胡
兆
新
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

胡
振
、
字
は
兆
新
、
号
は
星
池
で
あ
る
。
医
に
し
て
書
を
善
く
し
た
。
江
戸
の
人
秦
星
池
は
胡
の
書
法
を
伝
え
て
名
を
成
し
た
の
だ
と
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
星
池
秦
其
馨
、
書
法
遵
逸
、
名
声
日
興
、
旧
嘗
遊
崎
陽
、
私
淑
呉
人
胡
新
、
遂
能
伝
其
訣
、
独
喜
使
羊
毫
筆
」
。

（
妬
）

さ
ら
に
秦
星
池
「
和
漢
対
照
書
札
」
の
附
録
・
星
池
秦
先
生
書
目
に
「
十
三
賊
藺
亭
貼
嗣
刻
墨
本
原
本
快
雪
堂
法
帖
臨
胡
兆
新
先
生

書
」
「
臨
清
人
胡
兆
新
先
生
山
静
帖
続
刻
墨
帖
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
秦
星
池
は
江
戸
か
ら
長
崎
に
遊
学
し
た
と
き
、
胡
兆
新
の
害

を
独
学
し
、
そ
の
書
法
で
の
ち
名
声
を
博
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が
胡
兆
新
の
号
の
星
池
を
自
ら
用
い
た
こ
と
に
、
そ
の
私
淑
ぶ
り
が
窺
え
よ

ｑ
Ｊ
ｏ
圭
己

（
副
）

『
蜀
山
人
尺
續
」

依
頼
し
た
り
、
学

（
”
）

『
手
紙
雑
誌
」
涯

た
内
容
が
あ
る
。

シ
フ
０

（
邪
）

で
あ
り
、

い
な
い
。

（
”
）

な
お
、
「
杏
林
叢
書
」
所
収
の
「
藺
軒
医
談
」
に
は
「
文
化
の
初
め
長
崎
に
赴
き
居
る
こ
と
－
年
、
清
客
程
赤
城
・
胡
兆
新
等
と
風
流
文
字

の
交
を
な
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
伊
沢
藺
軒
が
長
崎
に
滞
在
し
た
の
は
文
化
三
年
か
ら
文
化
四
年
ま
で

（
邪
）

で
あ
り
、
そ
の
時
胡
兆
新
は
す
で
に
帰
国
し
て
い
る
。
藺
軒
が
胡
兆
新
と
直
接
出
会
う
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
程
赤
城
と
会
っ
た
の
は
間
違

堅
な
ど
資
料
に
よ
っ
て
大
田
南
畝
を
は
じ
め
、
長
崎
に
い
る
文
化
人
は
胡
兆
新
の
書
に
感
嘆
し
、
時
々
に
胡
兆
新
に
揮
毫
を

学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

に
は
市
川
米
庵
よ
り
、
そ
の
交
友
林
某
に
与
え
た
手
紙
も
収
め
て
い
る
。
そ
の
文
末
に
米
庵
が
遊
崎
中
、
胡
兆
新
と
筆
談
し
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４
．
心
境

胡
兆
新
は
最
初
か
ら
滞
在
期
間
は
定
め
な
か
っ
た
が
、
彼
の
活
躍
及
び
受
け
た
評
価
か
ら
考
え
る
と
、
も
っ
と
長
く
滞
在
し
て
も
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
し
か
し
一
年
半
で
帰
国
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、
連
れ
渡
っ
た
船
頭
が
帰
帆
す
る
時
ま
で
滞
留
す
る
と
い
う

原
則
が
あ
っ
た
の
で
、
彼
の
帰
国
が
そ
の
商
船
の
帰
帆
に
合
わ
せ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
幕
府
医
官
達
の
質

問
に
辞
易
し
、
日
本
医
師
の
細
繊
、
高
水
準
に
感
心
す
る
と
共
に
、
自
国
医
師
の
勉
強
の
不
足
の
恥
ず
か
し
さ
で
、
胡
兆
新
が
複
雑
な
心
境

に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
自
作
の
詩
文
「
客
夢
家
を
離
れ
ず
」
「
海
北
は
人
情
異
な
り
」
「
故
園
児
女
在
り
て
」
「
回
憶
の
想
に

堪
え
ず
」
「
郷
思
満
腔
の
愁
い
」
か
ら
彼
の
心
境
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
国
の
地
に
お
け
る
彼
の
望
郷
の
念
、
お
よ
び
不
快
の
心
情
、

人
情
と
世
故
に
不
適
の
こ
と
が
切
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
要
す
る
に
、
一
年
半
の
長
崎
の
滞
在
中
、
胡
兆
新
の
心
情
は
必
ず
し
も
快
か
っ
た

と
い
え
な
い
。
こ
れ
は
彼
の
性
格
と
来
日
の
動
機
が
同
郷
の
友
人
に
誘
わ
れ
た
こ
と
で
軽
い
気
持
ち
で
来
日
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
ま
た
一
面
で
は
、
胡
兆
新
の
従
順
で
素
朴
な
人
柄
が
裏
付
け
ら
れ
も
の
で
あ
る
。

（
鋤
）

『
長
崎
古
今
学
芸
書
画
博
覧
』
に
「
胡
毛
新
、
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
来
る
、
儒
医
兼
通
、
文
墨
の
士
と
交
わ
る
」
と
あ
る
が
、
胡
毛
新

は
胡
兆
新
の
誤
り
で
あ
る
。

現
存
の
資
料
に
よ
っ
て
、
胡
兆
新
が
長
崎
滞
在
期
間
の
活
動
を
ま
と
め
て
以
下
の
年
表
に
ま
と
め
た
。

胡
兆
新
年
表
（
長
崎
逗
留
期
間
）

年
号
西
暦
事
跡

享
和
三
（
一
八
○
三
）
十
二
月
、
子
二
番
船
で
来
日
す
る
。

八
、
事
跡
年
表
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文
化
二
二
八
○
五
）

享
和
三
（
一
八
○
四
）

文
化
元
二
八
○
四
）

二
月
七
日
、
毎
月
二
と
七
の
日
に
崇
福
寺
と
聖
福
寺
で
病
人
を
治
療
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
二
月
十
二
日

か
ら
診
療
を
行
い
、
真
野
三
圭
・
西
原
長
允
が
時
々
治
療
の
日
は
出
掛
け
て
同
席
し
て
い
る
。

二
月
十
九
日
に
改
元

五
月
、
江
戸
か
ら
来
た
医
官
た
ち
の
質
問
に
応
じ
、
胡
兆
新
と
の
応
答
が
記
録
さ
れ
た
。
秋
七
月
下
旬
に

幕
府
医
師
の
吉
田
長
達
・
千
賀
道
栄
・
小
川
文
庵
お
よ
び
松
平
出
羽
守
の
侍
医
の
藍
川
玄
慎
達
が
江
戸
を

立
ち
、
九
月
上
旬
に
長
崎
へ
着
き
、
十
二
月
上
旬
ま
で
の
間
に
、
毎
月
の
四
と
九
日
に
唐
館
に
入
り
、
胡

兆
新
と
問
答
し
、
そ
し
て
、
崇
福
寺
、
聖
福
寺
で
の
治
療
の
日
は
出
掛
け
て
同
席
し
て
い
る
。
八
月
七
日
、

聖
福
寺
の
第
九
代
竜
門
雷
大
和
尚
の
た
め
に
賀
章
を
書
く
。
九
月
六
日
幕
府
医
師
達
が
唐
館
に
入
り
、
十

九
、
二
十
四
日
、
医
師
四
人
が
胡
兆
新
と
筆
談
を
始
め
た
。
二
十
四
日
の
筆
談
の
中
に
、
や
や
こ
し
い
質

問
で
胡
兆
新
を
不
愉
快
に
さ
せ
た
。
立
冬
後
一
日
、
大
田
南
畝
が
『
崎
館
菱
臆
』
の
賊
文
を
書
く
。
十
一

月
廿
七
日
、
吉
田
長
達
と
書
簡
の
往
来
が
あ
る
。
十
二
月
朔
日
、
林
祭
酒
の
撰
し
た
大
坂
の
陣
時
の
成
瀬

因
幡
守
の
先
祖
の
一
斎
君
の
墓
の
碑
文
を
胡
兆
新
が
書
す
。
千
賀
道
栄
は
十
二
月
十
一
日
出
立
、
正
月
二

日
浪
花
。
小
川
文
庵
・
吉
田
長
達
は
十
二
月
廿
六
日
出
立
、
正
月
廿
日
頃
浪
花
に
あ
り
。

中
村
嘉
右
衛
門
が
所
蔵
す
る
森
狙
仙
が
描
い
た
猿
の
図
に
詩
を
題
す
。

米
蓄
と
「
論
筆
剛
柔
」
に
つ
い
て
筆
談
す
る
。

二
月
二
日
、
唐
館
倣
戯
に
出
席
し
、
大
田
南
畝
も
招
待
さ
れ
る
。

二
月
藍
川
玄
慎
帰
国
。

四
月
子
九
番
船
で
胡
兆
新
帰
国
。



ワ77
日0。 日本医史学雑誌第47巻第2号 (2001)

古
賀
穀
堂
は
「
穀
堂
遺
稿
抄
』
の
巻
一
に
も
「
寄
清
医
胡
兆
新
」
と
題
し
、
「
済
世
神
功
薬
一
嚢
、
異
人
忽
爾
到
扶
桑
、
旭
輪
跳
海
紅
霞
湧
、

鯨
背
摩
船
黒
浪
揚
、
漢
館
月
明
荘
賦
就
、
越
天
雲
起
鳥
吟
長
、
近
間
崎
港
人
相
慶
、
妙
訣
誰
伝
肘
後
方
」
と
胡
兆
新
を
高
く
評
価
し
た
漢
詩

ま
た
、
大
［

記
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
胡
兆
新
の
長
崎
に
お
け
る
医
療
は
日
本
で
か
な
り
の
評
価
を
受
け
た
。
当
初
、
幕
府
は
胡
兆
新
の
活

動
を
唐
館
商
人
の
治
療
に
限
定
し
、
現
地
の
医
師
と
接
触
す
る
こ
と
に
慎
重
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
来
日
し
て
間
も
な
い
文
化
元

年
（
一
八
○
四
）
二
月
か
ら
、
聖
福
寺
と
崇
福
寺
で
日
本
人
の
治
療
を
始
め
て
い
る
。
同
年
五
月
に
は
、
江
戸
か
ら
来
た
医
官
た
ち
の
質
問
に

応
じ
、
胡
兆
新
と
の
応
答
が
編
集
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
同
年
秋
以
降
に
行
わ
れ
た
幕
府
医
官
の
吉
田
長
達
・
千
賀
道
栄
・
小
川
文
庵
な
ら

び
松
平
出
羽
守
の
侍
医
藍
川
玄
慎
と
の
問
答
で
、
そ
れ
は
「
筆
談
」
と
題
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
大
田
南
畝
は
文
化
二
年
「
医
林
蒙
求
」
の
序
に
、
「
清
医
胡
兆
新
者
来
干
崎
陽
、
視
病
授
方
名
喋
一
時
」
と
優
れ
た
名
医
だ
っ
た
と

を
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
胡
兆
新
は
わ
ず
か
一
年
半
余
り
の
間
に
清
時
代
の
医
療
及
び
医
術
の
伝
播
に
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
本
論
文
で
は
こ
れ
ま

で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
胡
兆
新
の
事
跡
と
そ
れ
に
対
す
る
日
本
側
の
対
応
な
ら
び
に
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
後
期
に

お
け
る
中
日
医
学
交
流
の
特
質
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
の
来
日
前
後
に
来
日
し
た
人
物
と
そ
の
周
辺
を
調
査
、
検
討
す

る
こ
と
で
、
日
中
医
学
交
流
史
の
性
格
を
さ
ら
に
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
胡
兆
新
の
研
究
は
そ
の
起
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

謝
辞

拙
稿
の
作
成
に
あ
っ
て
元
国
文
学
研
究
資
料
館
の
歌
野
博
氏
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
研
究
所
医
史
学
研
究
部
の
町
泉
寿
郎
研
究
員
、
小

九
、
ま
と
め
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曽
戸
洋
部
長
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
の
真
柳
誠
教
授
、
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
の
酒
井
シ
ヅ
教
授
か
ら
資
料
の
調
査
、
古
文
の

解
読
、
論
文
の
指
導
な
ど
種
々
の
御
教
示
を
戴
い
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
５
）
前
掲
文
献
（
似
）
一
二
○
、
二
二
頁
。

（
６
）
中
村
久
四
郎
「
近
世
支
那
の
日
本
文
化
に
及
ぼ
し
た
る
勢
力
影
響
」
第
六
回
、
「
史
学
雑
誌
」
第
二
十
五
編
第
十
号
、
二
三
四
頁
、
一
九
一
四

発
行
。
「
『
時
還
読
我
書
』
の
著
者
た
る
多
紀
蘆
庭
は
同
書
巻
一
に
「
蓋
清
人
の
治
術
は
一
味
配
剤
に
て
、
迂
緩
混
雑
な
る
こ
と
、
其
弊
日
に
甚
し
と

見
え
た
り
。
古
方
を
運
用
す
る
人
は
絶
え
て
こ
れ
な
き
に
似
た
り
。
亦
怪
認
す
べ
き
事
な
ら
ず
や
」
と
当
時
一
流
の
医
家
の
清
医
に
対
す
る
非
難
不

足
の
一
声
と
し
て
聞
く
べ
き
も
の
な
り
。
又
苣
庭
の
父
多
紀
桂
山
も
其
『
医
謄
」
巻
中
に
記
し
て
曰
く
「
近
間
呉
中
医
士
、
寓
於
崎
馨
者
、
独
診
脈

而
不
及
腹
。
予
心
詔
之
。
甲
子
冬
、
使
訳
官
問
之
於
蘇
門
胡
振
。
振
覆
日
、
唐
山
診
治
、
但
有
按
豚
、
而
無
按
腹
之
説
。
云
云
。
蓋
彼
邦
近
代
之
弊

習
為
然
。
振
不
考
諸
古
今
医
書
、
漫
為
之
答
、
亦
何
晒
也
。
」
こ
の
桂
山
の
清
医
非
難
の
言
に
至
り
て
は
、
更
に
有
理
の
言
ふ
く
し
」

（
７
）
森
立
之
『
枳
園
随
筆
先
哲
美
談
二
」
自
筆
稿
本
、
四
七
頁
、
大
槻
文
彦
旧
蔵
書
、
明
治
十
二
年
成
、
青
裳
堂
書
店
影
印
、
東
京
、
一
九
九
七
。

（
８
）
「
事
実
文
編
』
第
四
冊
、
四
二
四
～
四
二
六
頁
、
早
川
純
三
郎
発
行
、
東
京
、
一
九
二
征
府
侍
医
小
川
先
生
碑
ｌ
浅
田
惟
常
「
征
侍
医
小
川
先

生
碑
昔
征
府
之
盛
、
経
文
緯
武
、
其
政
施
及
元
元
、
以
済
生
為
念
、
下
令
長
崎
鎮
台
日
、
有
情
医
足
資
者
、
宜
致
之
、
於
是
蘇
州
胡
振
来
、
乃
使
医

官
子
弟
三
人
就
学
焉
。
読
傷
寒
論
十
巻
、
又
注
老
子
、
後
奉
命
赴
崎
奥
、
与
胡
振
論
鬚
、
極
理
療
之
穂
、
於
是
名
声
大
震
、
請
治
者
履
常
満
門
。
弘

化
二
年
以
傷
寒
貫
珠
集
版
納
於
医
曼
、
此
害
在
長
崎
日
聞
之
於
胡
氏
、
令
訳
官
陳
惟
賢
模
之
、
以
刻
於
家
、
本
邦
有
尤
在
浬
傷
寒
之
書
是
為
始
」

（
３
）
『
難
経
集
注
」
、
六
八
、
六
九
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
五
六
。

（
４
）
鈴
木
良
知
「
医
海
鑑
測
』
、
三
六
七
、
三
六
八
頁
、
影
印
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
刻
本
、
北
里
大
学
白
金
図
書
館
所
蔵
。

「
青
筋
・
・
素
行
按
：
豆
咬
即
是
疹
病
、
以
其
身
上
見
胄
筋
一
条
、
故
名
之
為
胄
筋
也
、
最
為
急
卒
之
病
、
故
関
以
東
之
人
呼
為
早
打
一
肩
言
以
刀
子

注
と
文
献

（
１
）
橋
本
昭
彦
『
江
戸
幕
府
試
験
制
度
史
の
研
究
』
、
二
三
○
～
二
四
五
頁
、
風
間
書
房
、
東
京
、
一
九
九
三
。

（
２
）
前
掲
文
献
（
鈍
）
二
九
頁
。

早
打
肩
上
、
取
出
悪
血
即
愈
也
」
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（
９
）
『
京
都
帝
国
大
学
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
第
四
冊
・
医
学
、
二
四
六
頁
、
富
士
川
本
目
録
キ
・
九
、
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
、
京
都
、
一
九

（
吃
）
『
瓊
浦
雑
綴
』
四
三
二
～
四
三
九
頁
。
「
唐
山
に
は
切
交
な
し
文
を
丸
め
て
灸
と
す
、
胡
兆
新
い
へ
る
よ
し
、
小
川
文
庵
の
話
、
二
月
二
十
日
」

（
喝
）
『
大
田
南
畝
全
集
」
巻
八
、
「
瓊
浦
雑
綴
」
、
六
八
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
○
八
。

（
皿
）
「
松
平
伊
織
奥
方
の
容
体
害
」
最
近
、
発
現
し
た
資
料
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
に
所
蔵
。

（
喝
）
増
田
良
吉
「
窓
の
鎖
国
」
、
八
三
頁
、
朝
日
新
聞
社
発
行
、
長
崎
、
一
九
四
三
。

（
肥
）
林
源
吉
「
書
人
狙
仙
と
噂
の
多
良
岳
」
『
長
崎
談
叢
』
第
十
九
輯
、
三
八
～
三
九
頁
、
藤
木
博
英
社
、
長
崎
、
一
九
三
八
。
「
狙
仙
は
こ
の
中
村
家

と
関
係
を
有
し
同
家
で
描
い
た
猿
の
図
に
情
国
人
胡
兆
新
は
絶
墾
深
蔵
境
自
幽
、
道
遙
携
子
任
迩
遊
。
夜
深
莫
向
山
啼
月
、
感
動
人
懐
無
恨
愁
。
と

賛
を
し
た
。
唐
館
御
出
入
の
中
村
家
は
別
け
て
薬
品
貿
易
が
盛
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
胡
兆
新
は
屡
々
同
家
を
訪
ね
た
。
（
中
略
）
胡
兆
新
が
祖
仙
の
画

に
題
し
た
の
は
甲
子
の
歳
に
て
即
ち
文
化
元
年
、
作
品
は
巾
一
尺
三
寸
長
三
尺
五
寸
彩
色
密
画
の
絹
本
に
て
中
村
家
の
後
喬
蒲
地
信
氏
が
現
在
秘

（
皿
）
「
胡
氏
方
案
」
、
原
害
に
よ
る
写
本
五
冊
、
原
害
の
文
化
甲
子
冬
日
に
書
い
た
奥
書
が
あ
る
、
松
江
日
赤
病
院
附
属
図
書
館
、
架
号
・
四
十
五
。

（
Ⅱ
）
『
蜀
山
人
尺
債
」
四
三
二
～
四
三
九
頁
。
十
月
十
六
日
「
此
度
参
り
居
候
唐
医
胡
兆
新
え
相
談
い
た
さ
せ
候
処
、
別
紙
之
通
薬
方
書
付
く
れ
申
候
、

め
づ
ら
し
き
も
の
故
胡
兆
新
直
筆
之
ま
ま
進
上
い
た
し
候
間
御
蔵
し
置
可
被
成
候
、
よ
く
よ
く
医
者
の
文
盲
で
な
き
男
に
御
見
せ
被
成
御
用
ひ
被

成
候
て
可
然
候
、
文
庵
子
は
よ
ろ
し
く
か
る
く
き
と
申
候
、
一
体
和
ら
か
な
る
療
治
ゆ
へ
よ
ろ
し
く
候
、
二
七
の
日
は
長
崎
崇
福
寺
え
出
て
、
日
本

人
之
療
治
い
た
し
、
右
療
治
請
候
に
薬
を
も
り
候
事
無
之
、
此
別
紙
之
通
り
薬
方
を
書
あ
た
へ
申
候
、
是
唐
に
て
の
療
治
は
皆
々
如
此
の
事
の
由
、

日
本
医
者
の
薬
箱
の
便
利
な
る
を
見
て
感
心
い
た
し
候
由
に
候
、
此
胡
兆
新
療
治
之
薬
方
七
冊
も
は
や
奥
原
重
蔵
に
写
さ
せ
申
候
、
余
程
奇
方
有
之

（
Ⅳ
）
大
田
南
畝
『
百
舌
の
草
茎
」
、
五
五
十
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
○
八
。
九
月
十
七
日
「
我
学
空
門
並
学
仙
、
朝
看
紅
日
暮
蒼
煙
。
蓬
莱

一
別
方
平
老
、
不
及
王
喬
正
少
年
。
癸
亥
冬
日
為
如
登
先
生
正
、
胡
兆
新
」

（
肥
）
『
大
田
南
畝
全
集
』
巻
八
、
「
瓊
浦
雑
綴
」
、
五
八
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
○
八
。

（
岨
）
『
蜀
山
人
尺
犢
」
巻
五
、
「
瓊
浦
又
綴
」
、
二
二
○
頁
、
「
文
化
二
年
二
月
十
五
日
・
甲
子
初
秋
於
崎
陽
旅
館
雨
後
聞
蝉
有
感
之
作
」
一
雨
生
涼
思
、

蔵
さ
れ
て
い
る
」

由
に
候
」

四
二

0
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（
別
）
『
瓊
浦
又
綴
」
二
二
十
頁
「
文
化
元
年
聖
福
寺
主
方
丈
と
な
り
し
時
・
賀
章
」
聖
福
古
叢
林
、
巍
巍
聲
百
尋
。
我
自
到
崎
陽
、
一
載
頻
登
臨
。
未

訪
赤
松
子
、
先
探
白
雲
岑
。
寺
中
老
比
丘
、
超
凡
入
慧
心
。
道
高
千
侶
捷
、
水
満
一
投
針
。
説
法
天
花
散
、
行
吟
仏
語
源
。
久
宜
尊
上
坐
、
膳
礼
暹

迷
欽
。
小
詩
不
足
賀
、
鄙
僅
汚
梵
音
。
時
在
甲
子
小
春
害
奉
竜
門
大
和
尚
隆
坐
之
喜
即
請
法
鑑
ｌ
蘇
門
胡
兆
新
拝
稿

（
皿
）
「
蜀
山
人
尺
犢
」
四
四
二
頁
、
十
二
月
十
六
日
「
当
年
入
津
唐
人
頭
立
候
も
の
計
名
前
別
紙
入
御
覧
候
、
此
中
に
九
番
船
江
泰
交
と
申
も
の
書
画

宜
候
由
に
付
絹
地
遣
し
置
候
、
医
胡
兆
新
書
も
宜
候
間
、
是
亦
絹
地
遣
し
置
候
、
何
に
て
も
亦
々
御
好
み
の
詩
歎
文
字
等
候
ば
害
せ
遣
し
可
申
候
、

李
白
題
詩
水
西
寺
の
詩
も
頼
み
置
候
」

『
同
書
』
二
月
二
十
五
日
「
胡
兆
新
も
当
春
は
帰
国
故
絹
地
二
三
枚
か
か
せ
候
処
、
こ
と
の
外
見
事
に
候
、
江
泰
交
も
画
を
書
か
せ
、
山
水
画
帖
に

入
れ
申
候
、
時
々
展
翫
い
た
し
候
」

（
鰯
）
『
名
家
書
簡
資
料
集
』
第
六
巻
、
「
手
紙
雑
誌
」
第
四
巻
、
第
五
号
、
一
二
一
頁
、
株
式
会
社
ゆ
ま
に
書
房
、
東
京
、
一
九
八
七
。
「
四
月
廿
又
五

林
交
契
二
白
、
過
日
御
属
之
胡
兆
新
筆
語
数
十
枚
之
内
、
一
枚
相
附
上
、
筆
談
と
て
さ
し
て
む
つ
か
し
き
事
も
無
之
候
。
足
下
御
在
崎
中
、
渡
来
之

舶
商
と
御
筆
談
可
有
之
候
。
江
之
閣
余
荷
舟
な
ど
居
合
候
へ
ば
、
せ
め
て
も
の
事
に
候
。
僕
西
遊
之
日
、
兆
新
僅
々
一
年
有
余
之
在
館
に
相
会
し
、

実
に
奇
遇
と
奉
存
候
。
伊
孚
九
な
ど
よ
り
書
風
下
候
得
共
、
江
餘
に
比
す
れ
ば
一
著
高
く
相
覚
候
。
去
今
十
五
年
、
憶
旧
夢
中
事
也
」

「
僕
有
臨
池
之
癖
、
近
見
先
生
之
害
、
用
筆
不
凡
、
自
今
欲
従
事
子
先
生
、
伏
請
筆
授
。
河
三
亥

僕
槐
書
法
不
工
、
何
敢
従
事
之
称
、
尚
須
請
教
、
尊
書
高
妙
入
神
、
指
教
為
幸
。
胡
兆
新
」

（
羽
）
『
日
本
言
論
集
成
」
第
二
巻
「
米
菩
墨
談
」
、
三
○
頁
、
汲
古
書
院
、
東
京
、
一
九
七
八
。

巻
二
・
サ
キ
ニ
長
崎
二
遊
シ
ト
キ
舶
医
胡
兆
新
二
書
法
ヲ
問
シ
ニ
又
多
ク
古
人
ノ
真
蹟
ヲ
見
ル
ニ
ア
リ
ト
答
ヘ
リ
然
レ
モ
身
万
里
ノ
外
ニ
ア
リ
テ

名
人
ノ
真
蹟
二
蓋
二
事
実
二
至
難
ノ
事
ナ
リ

巻
二
・
論
筆
剛
柔
「
曇
二
余
崎
港
ニ
テ
胡
兆
新
二
羊
毫
ノ
用
法
ヲ
問
ヒ
シ
ニ
、
其
答
二
云
先
シ
一
寸
ノ
筆
頭
ナ
レ
ハ
、
七
八
分
モ
ヲ
ロ
シ
墨
水
ヲ
能

ク
含
濡
シ
、
正
鋒
懸
腕
ニ
テ
徐
二
害
ス
レ
ハ
墨
水
筆
ノ
運
動
二
随
上
、
自
然
ト
紙
二
透
徹
シ
宛
転
ト
ソ
態
度
ヲ
ナ
シ
温
籍
ノ
妙
墨
水
ノ
和
ヲ
得
テ
生

為
南
畝
先
生
雅
正
蘇
門
胡
兆
新

蕊
人
感
歳
華
。
蝉
声
初
到
樹
、
客
夢
不
離
家
。
海
北
人
情
異
、
江
南
去
路
餘
。
故
園
児
女
在
、
夜
夜
卜
灯
花
。
蘇
門
胡
兆
新

人
説
洋
中
好
、
我
亦
試
軽
瀞
。
掛
帆
初
意
穏
、
風
急
繁
心
憂
。
漸
漸
離
山
遠
、
潜
稻
逐
浪
流
。
不
堪
回
憶
想
、
郷
思
満
腔
愁
。
在
乍
揚
帆
離
山
試
筆
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ス
、
凡
大
小
筆
モ
皆
カ
ク
ノ
如
ク
、
深
ク
ヲ
ロ
ス
ヘ
シ
ト
云
リ
、
爾
後
此
法
ヲ
以
テ
害
ス
ル
ニ
墨
痕
沈
着
シ
テ
、
言
外
ノ
趣
マ
ル
ヲ
覚
マ
然
モ
懸
腕

害
ヲ
能
ヤ
サ
ル
人
ハ
羊
毫
ヲ
用
マ
ル
事
ア
タ
ハ
ス
此
中
ノ
旨
趣
共
二
語
ル
ヘ
カ
ラ
ス
余
マ
タ
兆
新
力
此
方
ノ
状
害
筆
ニ
テ
書
ス
ル
ヲ
見
テ
疑
問
ヲ

発
セ
シ
ニ
兆
新
云
・
・
コ
レ
佳
筆
ニ
ア
ラ
ス
但
深
ク
ヲ
ロ
ス
ト
キ
ハ
柔
毛
ニ
メ
害
シ
ャ
ス
ミ
、
惜
ラ
ク
ハ
筆
頭
中
ニ
カ
タ
キ
モ
ノ
ワ
リ
ト
云
リ
、
余
マ

タ
思
フ
ニ
唐
筆
ハ
墨
ヲ
タ
モ
チ
ャ
ス
ク
、
和
筆
ハ
墨
ヲ
タ
モ
チ
カ
タ
ン
シ
大
抵
唐
毫
ハ
頭
根
痩
テ
、
中
肥
タ
リ
、
和
毫
ハ
根
ョ
リ
頭
二
至
マ
テ
次
第

二
痩
テ
細
シ
、
コ
レ
自
然
卜
彼
是
ノ
違
ヒ
ナ
リ
余
力
筆
二
生
花
堂
兄
弟
ト
モ
ニ
制
筆
ノ
妙
ヲ
得
タ
リ
此
コ
ト
彼
ョ
リ
委
ク
間
ケ
リ
」

（
別
）
「
瓊
浦
雑
綴
』
巻
之
上
、
五
七
九
頁
「
崎
尹
成
瀬
因
州
正
定
の
家
に
て
毎
年
十
二
月
朔
日
三
杵
餅
と
い
ふ
を
人
々
に
食
は
し
む
、
こ
れ
は
大
坂
各

御
陣
の
時
先
祖
弍
斎
君
こ
の
日
出
陣
を
い
そ
ぎ
て
、
舂
き
か
け
し
餅
を
そ
の
ま
ま
に
厩
の
馬
に
く
は
し
め
て
、
さ
て
自
分
も
食
ひ
士
卒
も
く
ひ
て
出

陣
し
給
ひ
し
と
そ
、
今
も
赤
飯
の
や
う
に
て
や
は
ら
か
な
る
も
の
に
豆
粉
を
そ
へ
て
ま
づ
厩
に
そ
な
へ
後
に
自
ら
も
人
々
も
め
す
な
り
、
一
斎
君
の

墓
大
坂
の
仏
照
寺
に
あ
り
、
今
年
甲
子
林
祭
酒
に
文
を
こ
ひ
清
国
医
胡
振
兆
新
に
か
か
し
め
て
、
仏
照
寺
に
た
て
ら
る
っ
と
い
ふ
、
十
二
月
朔
日
」

（
妬
）
「
日
本
詩
話
叢
書
』
巻
五
「
五
山
堂
詩
話
」
、
二
三
四
頁
、
鳳
出
版
、
東
京
、
一
九
七
二
復
刊
。

（
妬
）
『
和
漢
対
照
書
札
」
、
文
政
辛
巳
二
八
一
二
）
孟
夏
新
鐺
、
江
戸
害
林
、
文
会
堂
、
道
遙
堂
。

（
”
）
「
杏
林
叢
書
」
上
巻
解
題
、
四
頁
、
思
文
閣
株
式
会
社
、
京
都
、
一
九
二
四
発
行
、
一
九
七
一
覆
刻
。

（
詔
）
新
名
規
明
「
大
田
南
畝
の
長
崎
」
「
長
崎
談
叢
』
第
八
十
四
輯
、
一
三
六
頁
、
長
崎
史
談
会
編
長
崎
、
一
九
九
五
発
行
。

（
羽
）
西
琴
石
『
長
崎
古
今
学
芸
書
画
博
覧
・
芸
苑
叢
書
』
、
八
頁
、
図
画
刊
行
会
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
一
九
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
・
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
・
中
国
長
春
中
医
学
院
）


